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『第4戦：酒井涼が大逆転の優勝！』

第4戦のグリッドは第3戦レース中のファステストラップ順。PPを獲得したのは第3戦2位に
入った吉田。2番手に菊池が続く。第3戦優勝の佐藤は6番グリッドからの追い上げを図る。
スタートでは、吉田がホールショットを獲得し、まずはオープニングラップを制する。その後方
には金子、佐藤、菊池、酒井らが続いていく。6周目には金子がトップに立つが、すぐに吉田が
逆転。しかし、7周目には佐藤がトップに立つと、次第に集団を引き離し独走へと持ち込んでい
く。2番手にはこちらも単独で酒井仁（Vitec Racing）が付ける。その後方から猛烈に追い
上げてきたのが、第3戦はリタイアとなりタイヤを残していた酒井涼（TEAM EMATY）。明ら
かに速いペースで酒井仁に追いつくとこれをパス。その勢いのまま佐藤へと接近していく。当
初コンマ0.7秒ほどあった差も、わずか2周ほどでテールtoノーズとなり、20周目に酒井涼
が逆転。その後は追いすがる佐藤を振り切り、酒井涼が24番グリッドからの大逆転劇で優勝
した。

優勝ドライバー：酒井 涼（No.36 TEAM EMATY）
「優勝は嬉しいですが、第3戦で走れなかったためタイヤの状況が他の選手とは違う中での優
勝なので……。次は、同じ条件で勝てるように頑張ります。」

OK Class
『第3戦：やはり強かった佐藤蓮が優勝！』

2組に別れたQP。天候の回復次第では、スーパーポール実施が難しいかと思われたが、2グ
ループともドライコンディションでの出走が可能となったため、スーパーポールも実施される
こととなった。A組では三村壮太郎（AP SPEED with SOVLA）がトップタイムをマーク。佐
藤蓮（DragoCORSE）、吉田馨（K.SPEED WIN）、金子修（TEAM WOLF）が続く。B組で
は、岡澤圭吾（Vitec Racing）がトップタイムをマークし、以下菊池貴博（K.SPEED WIN）、
中井悠斗（TEAM EMATY）、酒井龍太郎（ミツサダ PWG RACING）までがスーパーポール
へ進出。全体としてB組のほうがタイムがよく、総合トップ3はB組が占める。
スーパーポールでは佐藤が貫録を見せるトップタイムをマーク。吉田が続き初のフロントロー
を獲得する。
第1戦決勝、好スタートは佐藤。吉田、酒井、菊池らが追う展開となる。佐藤が逃げ、吉田が僅
差で追いかける展開となり、白熱したのが3番手争い。金子、菊池、酒井、中井らが次々に順位
を入れ替えていく。
終盤、佐藤の背後に接近した吉田が幾度か仕掛け、前に出ることもあったものの、すぐに佐
藤が逆転。最後は吉田を抑える形で佐藤がチェッカーを受け、優勝を飾った。

優勝ドライバー：佐藤 蓮（No.85 DragoCORSE）
「前半はクルマも良かったが、後半は苦しくなってしまった。抜き返して勝てたので良かった。
次は、後半もいい状態となるようにセットを見直して、また優勝したい。」



Cadets Class
『第3戦：林樹生が開幕戦以来の2勝目をマーク』

カデットクラスの参加は、海外勢5人をまじえ24台が参加。QPは1グループで行われた。
トップタイムをマークしたのは、もてぎでも表彰台に乗っている島津舞央（ERS with 
SACCESS）、2番手に地元の本田羽（Ash）、3番手に開幕戦の勝者林樹生（AP SPEED 
withSOVLA）と続く。
第1戦決勝。好スタートを見せたのは島津だったが、すぐに今村昴星（HIGUCHI RACING 

TEAM）がトップを奪う。さらに藤原迪永（SD-STYLE）、林らも加わりトップグループは4台
となる。中盤は藤原がトップで集団を引っ張っていくが、11周目には林がトップに浮上し、後
続のバトルの間に抜け出すことに成功する。そのまま逃げ切った林が、開幕戦に続く今季2勝
目を獲得した。

優勝ドライバー：林 樹生 （No.31 AP SPEED with SOVLA）
「最後、ブレーキロックもしてクロスをとられるかと思ったけど、抑えられて良かった。次の第4
戦でも勝ちたいです。」

『第4戦：今度は藤原迪永が2勝目を獲得』

第4戦決勝では本田が好スタートを見せるも、オープニングラップの5コーナーで島津がトッ
プを取り戻す。その後は島津、本田、粂川輝陽斗（チームエッフェガーラ）、林らが続く展開とな
る。この集団に追いついたのが、第2戦の勝者藤原迪永（SD-STYLE）。スタートで順位を下げ
ていた藤原だったが、トップグループが５～６台に膨らむ中、するすると順位を上げ、10周目
にはトップに立つ。
その藤原に林が挑み、一騎討ちとなった最終ラップ。2コーナーで林が前に出るも、並んで立
ちあがった藤原が5コーナーでインをさし逆転。その後は林を抑え込み、第2戦以来となる今
季2周目を飾った。

優勝ドライバー：藤原 迪永 （No.37 SD-STYLE）
「とても嬉しいです。スタートで遅れてしまい、焦ったところもあったけどトップに立ててよ
かった。今週は自信もありました。次回以降も全部勝てるように頑張ります。」



Junior Class
『第3戦：前田蒼介、念願の初優勝』

14台が参加したジュニアクラス。QPでは坂野太絃（KP BUZZ）がトップタイムをマークする。
2番手には澤田龍征（PONOS HIROTEX RACING）、3番手に松尾柊磨（brioly racing）、
4番手に前田蒼介（Team REGOLITH）と続く。
第3戦決勝、スタート前にぽつぽつと振り出す雨。しかし、勢いが増すことはなく、ほとんどの
選手がスリックタイヤを選択する中、QPで12位と沈んでいた第2戦の勝者中西凜音
（Energy Japan）のみが雨にかけレインタイヤを選んでグリッドへ並ぶ。
いざスタートすると、やはりドライ路面で中西は苦戦。トップには坂野、2番手に関口瞬
（DragoCORSE）、澤田、前田らが続いていく。6周目、澤田が先頭に出て集団を引っ張って
いくと、トップグループは5台ほどに。ここから抜け出していったのが、11周目にトップに立っ
た前田。後続がバトルをしたことも奏し、14周目にはリードを1秒半に広げると、そのまま逃げ
きってチェッカー。念願の初優勝を飾った。

優勝ドライバー：前田 蒼介（No.37 Team REGOLITH）
「単独走行や抜く練習など、練習の成果が出たのだと思います。次も必ず勝ちます！」

『第4戦：前田が2連勝を達成！

第4戦、好スタートを見せたのは前田。それに坂野、横山輝翔（PONOS HIROTEX 
RACING）らが続いていく。坂野は4周目のヘアピンで前田をかわしトップに浮上。すると2台
で3番手以下を引き離していく。10周目を迎えるころには、2番手前田と3番手との間隔は1
秒半ほどとなり、トップ2台の一騎討となる。
終盤に入っても接近戦を繰り広げる坂野と前田。19周目には2コーナーで仕掛けた前田が
前に出るも、続く5コーナーでは坂野が逆転。最終ラップにも同じパターンとなるが、やはり最
後は坂野が前に出て前田を抑えトップチェッカーを受ける。
しかし、レース後のチェックで坂野はフロントフェアリングペナルティとなり降格。繰上りなが
らも前田が2連勝となった。

優勝ドライバー：前田 蒼介（No.37 Team REGOLITH）
「繰上りでの優勝なので、そんなに嬉しくはないです。次の鈴鹿はカデットのことは得意だった
のが、最近は苦手になってしまっているけど、精一杯頑張りたいと思います。」



Shifter Class
『第3戦：高校生 井出七星翔が初優勝！』

シフタークラスには開幕戦からは倍増となる12台が参加。高い注目を集めた。
QPでは鈴木悠太（brioly racing）がトップタイムをマーク。前回もてぎ大会に続き、2大会
連続でTTトップタイムをマークする。2番手には、土曜日の前日走行を学校のため走れず、日
曜日ぶっつけ本番となった井出七星翔（RSイディアぴぃたぁぱん、大阪ヂラン）、3番手に松下
信治（Tony Kart R.T.J.）。が続く。
第3戦決勝、スタンディングスタートから抜群の反応で動き出した井出がトップに浮上。鈴木
は、ややタイミングを外し、2番手に下がる。井出は序盤からペースを上げリードを広げていく。
その後方には鈴木をかわした松下が続き、次第に井出との間隔を縮めていく。終盤、井出に
迫った松下だったが、井出も最後は踏ん張り松下を突き放すと、松下にマシントラブルが出た
こともあり独走。そのままチェッカーに飛び込み、GPR初優勝を飾った。

優勝ドライバー：井出 七星翔（No.35 RSイディアぴぃたぁぱん、大阪ヂラン）
「学業優先なので、土曜日は学校へ行っていて走れず、レース後半に不安もあったのですが、
意地でもこらえようと思っていました。GT500のドライバーに追いかけられるのは夢のよう
で、嬉しかったです。」

『第4戦：松下が雪辱となる独走優勝！

第3戦レース中のベストラップ順となる第4戦グリッド。PPには松下がつけ、2番手に井出と
なる。
決勝ではまたも井出が好スタートを決め、オープニングラップをトップで終える。しかし、今
度は井出を逃がすことなく、松下がぴったりとマークしプレッシャーをかけていく。6周目ヘア
ピンでインに飛び込んだ松下がトップに浮上すると、じりじりと井出を突き放してく。その井出
の後方には、第3戦をリタイアで終え、タイヤが残っている鈴木がハイペースで迫っていく。終
盤に2番手に上がった鈴木だったが、松下は遠く、松下、鈴木、井出の順でチェッカーとなった。

優勝ドライバー：松下 信治 （No.13 Tony Kart R.T.J,）
「第3戦ではトラブルも出てしまい、それを修復して第4戦に臨んだ。スタートでは前に出られ
てしまったが、逆転して勝てたのは良かった。これからも、日程が合う限りは出場したいと思っ
ている。」



Point Standings – Cadets
※有効ポイント：全10戦中5戦



Point Standings – Junior
※有効ポイント：全10戦中5戦



Point Standings –OK
※有効ポイント：全10戦中8戦



Point Standings – Shifter

Point Standings –TEAM NEXT ROUND

SUZUKA – Jul 14th

MORE DETAIL

https://www.gpr-race.com/

※有効ポイント：全10戦中8戦
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